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北ベトナムの気象と農業

日本学術会議会員 福島要
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はじめに

私が北ペトナ ムヘ行ったのは、 3年前の暮で、約 1カ月滞在しましたo他

の方と違っ て、国家計画委負会に よばれたも ので、一人で行き 、割合と勝手

なことを 言ってきました。

9 6 8年の 12月から 1月にかけては、 爆撃もなく いちばん気楽た時で

したが、その後いろんな事件が起っ ています。

私の友人で、農芸化学で栄養をやっている押立誠君が、日本ペトナム友好

協会の理事長をやっているので、毎年ペ トナムヘ行っています。また彼の話

をお関きになればよろ しいかと思いま す。

私は今まで行った人の中では、比較的まとまった形で向こうを見て来てい

るので、何らかの形でお役に立てばと思って、お求めに応じたわけです。

． 
ペトナム民主共和国の気象と作付体系の大要

最初に気象につい ては農染気象学会の隈関誌「農業気象」の 25巻の 1号

と2号に「 ペ トナム民主共和国の気象と農業」と題 して若干のことを書いて

おきましたので、 ご参考にして頂きたいと思い ・iす。

注 1:上記の論文の諸表を引用して話されたので、まえがきを省略して、

つき苅て引用する。

ベトナム民主共和国の気象と呉業 (I)

（前文省略）私がこ れから引用するデークは、「基礎科学研究推進局 」出

版の「北ペトナム地方気候の特性」から主にとった。 これはハノイで市販さ

れているものだが、ペ トナム語であ る。 出版は 19 6 8年である。なお、こ
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こでは、気象のみの査料よりも、煤業との関係を書く必要があると思われる

ので、気象と農業と題したのである。

第 1図は、主として地形に基く区分だが、こ の中、第 4連区などは、明ら

かに、気象要素等がかなり考慇された区分であることは明らかである。平野

部は、海抜約 25 ID以下に区分される地帯で、その面積は 1,8 1 0千ヘクク

ール、中間部といわれるところが、大体海抜 30 0 ID以下を含んで居り、そ

の面積が 1,1 4 0千ヘククールとされる。これらは、行政区分でもあり、平

野部は、 6県、中間部は 3県、越北 6県、越西 6県、そして第 4連区は 4県

と1郡を含んでいるo 越北と越西を合して、 12, 8 7 0千ヘククールで、土

地利用の面から言えば、山地の多いことが明らかである。

「ベトナム民主共和国の経済発展 」VCよる、土地利用を示すと第 1表の如

くである。

因み（てわが国の数字を挙けると 、耕地が 14. 4％となって居り、ほぼ相似

たものである。ただし日本の森林面積が 66 %となって居り、この辺の統計

第 1因 ペトナム民主共和国の地帯区分第 1表 土地利用状況

区 分 面積 1
1,0 0 □ha ％ 

全国土面積 15,875 tt O 0.0 

内 訳

耕 地 2,137 I 1 2.7 

森 林 7,900 I 4 9.a 

居住地その他 5,838 1 3 7. 5 

のつくり方は若干ちがうようで

ある。日本の全面積は、 36,978

千ヘククールであるから、ペト

ナム民主共和国は全国比較で日

．
 

． 
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本の半分に足りない。

気象テークに入る前に、もう少し、基礎数字をあげるが、第 2表の人口統

計を見ていただき度い。

第 2表人口統計

．
 

総人口 実 数（千人） 比 較（％）
年 次

（千人） 都 市 農 村 都 市 農 村

1 9 5 5 1 3,5 7 4 997 12,577 7. 4 9 2.6 

1 9 5 7 1 4,5 2 6 1,230 1 3,2 9 6 8.5 9 1. 5 

1 9 6 0 1 6, 1 0 0 1, 5 7 D 1 4,530 9.8 9 Q2 

1 9 6 5 1 9,210 

以上の基本統計を整理すると、ベトナム民主共和国の概況は、全面積が日

本の約半分に対し、耕地面積が約 5分の 1、人口 5分の 1というところであ

る。この中、耕地面積については、後にもう一度明らかにするが、年間利用

度が1.5前後なので、利用耕地面積は、日本の 2分の 1に達するとし＾うこと

をつけ加えておき度い。以上のことを頭忙入れて、次に気象統計rこついて若
千紹介しよう。

気候

．
 

従来、理科年表等で得られる、気象諸元に関しては、．南ベトナムのサイゴ

ンと、 16度線に近い、 トウランしか出てこない。もう一つ、 2 2. 2 2 N、

106.45Eという、北の国境に近い中固側の龍体の統計が出ている。トウ

ランではなじみがないが、ダナンといえば多くの人は知っているだろう。

ペトナム民主共和国内の気象統計で、従来あるものとしては、プーリエ

ンPhuLienのがある。これは 19 0 7年から 19 4. 2年までの 36年間の

観測ということになっているが、デークによっては 2年しかとっていないも

のもある。

その他の地区のデークは理科年表を参照されたい。

次侭、最も重要な地点として、ハノイ、ランソン、サパ、そしてドンホン
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の4地点の気象諸元を示そう。 これらの地点の位置については、第 1図によ

られたい。

ある。

なお戦前からの統計のある、 フーリエンはハイフォンの観測所で

以上諸元について、 若干解説を必要とするが、 それには、 日本の気象と対

比することによつて理解を容易にすると思うので、

象デークと対比して作図を行った。

ハノイのそれを佐賀の気

第 2図を見ただけでも 、いろいろの状況がわかる。

まず、

れが 1

気福忙ついて見れば、

5. 6度だから、全年的匠見るとかなり高いが、

までの渦度、 0、

福はそれほど極端には高くないことがわかる。

次は降水菌だが、

が 1

とさえ言える。
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1 2月の温度が高いからで、

これも全年的忙見るとそう大きな差はないo即ちハノイ

8 0 2 mmに対し、佐賀が 1

その降り方も、

，，、ノイの年平均気温が 2 3. 4度で、

8 8 4 mmで、

そう大きな相異はなく 、

第 2図 ハノイと佐賀の比較
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第 3表各地の気象デーク

ハノイ

平

最

降

・ 蒸

1月 2 3 4 5 6 7 8 ， 1 0 11 12 
均温度ぐC) 15.S 1 7. o 1 9.2 23.6 2 7. 4 29.0 2&6 28.6 21.1 24.4 21.4 18.4 

高 33.1 34.1 36.8 5&5 42.8 40.0 40.0 3 8.1 5 7. 1 35.1 30.6 3 1. 9 

低 5,6 6.3 8.s 9.8 1 5A 205 21.6 2 0.9 1 7. 1 13.9 6.8 6.7 

水祗 (mm) 22 36 45 89 216 254 335 339 276 115 48 27 

雨日数（日） ， 14 15 14 14 15 1 6 16 14 10 7 7 
平均湿度 82 86 88 88 84 84 85 87 86 82 81 81 

発址に） 53 45 48 53 73 87 76 73 69 77 73 60 

照時間 43 39 40 66 130 150 149 130 126 13 0 96 65 

ドン・ホイ

乎

最

最

降

降

蒸

1月 2 3 4 5 6 7 8 ， 1 0 11 1 2 
均気温 ぐC) 18.6 19.9 2 1.1 24.7 27.9 30.0 29.3 2 9. 3 27.6 25.1 22.6 20.9 

浪 34.7 3 7.2 3 9.5 41.2 42.2 41.8 40.9 41.5 40.9 37.4 3 5.o 29.6 

低 7.7 8.0 1 0.6 11. 7 15.1 20.8 20.5 22.1 18,6 16.4 1 2-3 1 1. o 

水祉（一 42 37 43 48 49 74 104 113 439 509 349 139 

雨日数（日） 10 8 ， 7 7 6 7 8 15 16 16 13 
平均湿度

発 祉 佃n) 35 37 7 5 97 86 145 14 1 133 71 63 50 47 

照時間 40 62 78 135 2 02 213 254 16 7 14 1 130 69 62 

● ランソン

均平

最

最

降

降

蒸

1月 2 3 4 5 6 7 8 ， 1 0 11 12 
気温 ぐC) 12.1 15-6 1 7. 4 22.6 25.7 27.3 2 7.1 26.9 258 226 18.7 15.9 

高 31.6 36.4 3 6.7 38.2 39.8 36.3 3 7.3 37.1 36.2 343 32.9 5 1. 1 

低 0.9 0.4 5A 6ム 11.1 16.0 19.6 19.2 13.4 7.6 2.3 0.4 

＜盤（一 25 52 47 84 166 208 277 280 16 2 77 33 25 

日数（日） 7 10 ， 10 13 14 16 17 11 8 6 5 

均混度 79 83 84 83 82 84 86 86 83 79 78 78 

店量 48 50 55 65 83 78 73 70 73 85 73 58 
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サパ

1月 2 5 4 5 6 7 8 ， 1 0 1 1 12 
平均気温ぐC) 8.0 9.0 13.1 16.0 1 7.1 19.4 20.4 1 ?.8 1 8.3 164 12.8 1 1. 1 

最 高

取tl.. 低

降水茄（m） 43 79 11 0 181 180 341 473 47 D 341 118 117 43 

降水日数（日） 10 12 1 2 15 19 20 22 22 18 1 4 12 8 

日平均湿度

蒸発批 47 61 38 72 53 33 76 28 32 58 39 23 

いの忙対 し、ハ ノイが、 6、 7、 8、9と弓 1きつづき多雨であるという位の

ちがいである。ところで、一寸注意したいことは．一般に赤道忙近づくにつ

れて、乾季雨季という区別が顕著に方って、いわいる乾季には、地方によっ

ては極めて乾燥するところが多く 、雨季とい うと非常に大 きな降水址のある

ことが知られている。第 2図の月別降水贔のグラフを見ても、ある程度はそ

れが察知される、 というのは、 1、 2、 3、 4 そして 1 1、 1 2月の降水抵

が、ハノイでは佐賀忙比し逝忙少いか らで ある。

ところが、大変璽大なことだが、こ の乾季、雨季の日照時間を比較して見

ると、月問の日照から言うと、雨季といわれる季節の方が遥侭日照が多い と

いうことに気がつく。これが、ハノ イ気象の一つの特徴である。

ついでだから湿度を見ても、乾季だからと言って決して低くならない。む

しろ雨季より高い位である。これはどういうことなのか。

要するに、ハノイ辺では、夏の雨は、いわゆる集中豪雨で、雨の降らない

日は、 むしろ日照時間が長いのである。っいでだから念のために言って置く

と、ハノイは、北緯 20度だから、いわゆる夏と冬との日長時間の差が、 日

本のように大きくない。だから、 日本で、夏季の日照時間の大きいのは、若

干それを考慮に入れなければならないのに対し、ハノイではあまりそれを大

きく取り入れる必要がない。だからこの日照時間の差は、純然たる日照の整

の差 と見てさしつかえない。

-6 -
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第 3図 ペトナム民主共和国の主要作物の作付体系
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これでお判りと思うが、ハノイでけ、 2、 3、 4という 、他の国で乾季と

言われる時季に、謀雨のような、霧雨、或は小さな雨がしょっちゅう降っ て

いて、天気が悪く、そのため滉度が極めて高いのである。だから、ハノイで

は、冬は大変寒いo 日本ではむしろ「つめたい」朝が多いが、ハノイは混度

が比較的ひくくて湿度が高いので寝床なども冷えて寒い。

しかしそれと同時侭、何と云っても混度が 15度から 20度前後だから、

そこに湿度があれば、作物は当然つくれる。これがペトナムの農業の形態を

支配し、いわゆる冬季にも、野菜が豊富に生産される 。

そこで、その作付が実に多様 である。第 3図がそれを示している。 1、 2

月しこさつまいもが収稜されたり 、 1 2月、 1月にさと うきびやマニホ ックの

収穫が行われる。お茶なども 12月から1月、いや年中収穫される。

第 3図のような作付を、その作付面稼の方から見るとどうなるか。さきに

耕地面枚を示した第 1表の説明の際土地利用回数のことを云ったが、第 4図

がそれを要約している。

言葉で言うと、稲の 2期作、 稲 1期作、その後忙他の畑作物を 1度つくる

もの、 2度以上つくるもの、畑作一回のところ、畑作だけを何回もくり返す

第 4固 作付面積の割合

．
 

「
水稲 2期

I I 水稲 1期

レ 水稲 1期＋畑作 1回

／ 畑作 1回

、メ 畑作 2回以上

凶 水稲 1期＋畑作2回以上
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すところと、実に複雑である。水稲のつくり方でも、第 4図に 5通りもある。

しかしこれを組合せると、極めて合理的なのだということが、第 4図でわか

るだろう。水稲 2期作の分が 8D D千ヘククー）レだから、これは全体で

1, 9 0 D千ヘククールで、略前褐の統計と合致する。 1D %もちがうではな

いかと言われるかもしれぬが、そこが日本とちがうところで、 日本のように、

細かい統計のあるところは 、 外国にはないのだ。．． ． • • • •••引用（ I) 終り 。

面積は南北両方で、日本に匹敵するくらいで、ペトナム民主共和国だけで

すと日本の半分弱ということです。

越北、越西地方はなんといって も森林地帝、第 4連区が南に あり、脊梁山

脈の東になりますが、ここが爆撃のひどかった所です。同時に四南からの熱

風が山を越えて吹きこむが、湿気がとられて、乾いた熱風となり、このフェ

ーン現象によって被害をうける所です。ここはひじょうに著く、乾燥する地

域です。また赳北、北西地方は密林地帯でそれほど開拓されていません。な

んといっても、平野部、中間部が北ペトナムの農業の中心となっています。

第 2表にあるように人口約 2,0 0 0万人といわれており 、都市と農村の人

口比率は、殷村が圧倒的匠多い。

気候の点は第2図に示したとおりです。この図はハノイと佐賀を比較した

ものですo月別降水鉱は割合、佐賀妬似ているが、北ペトナムの湯合、乾季

といいながら湿度はひじょうに高く、乾季の 1、 2、 5月も佐賀と比較して

1 0％近く高い。温度は佐賀に比ぺて商いが、福度が裔いので、ひじょうに

寒く感じられる。

皆さんは、ペトナムだから砦いという印象をもっているので しょう が、私

は気象については見当がついていて 、かなり用意をして行ったのです。それ

でも寒むかった〈らいですo 日本に帰っ て来て気がついたのですが、東京で

は冷いと感じますが、ベトナムでは混気が高いので、 じわじわと温度が低い

ということです。

-1 0 -
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北ベトナムのばあいは、そういう点で乾季という感じはしない。雨季の 7、

8月に最高降雨錆がありますが、集中豪雨が多いので、雨季の方が睛れ間が

多く 、湿度も低い。 このことが第 2図にでてい るよう 胚、年間通じて滉度が

ほとんど変化していないのは、そう いう関係によるのです。

第 3表の各地の気象デークー 、これはあ まり手忙入らない資料だと思いま

す。「ペトナムにおける気象」という特別な本がペトナム語で書かれており、

その中から比較的観測の完備している所をとりました。ハノイ、 ドン ・ホイ、

ランソン、サパの 4地点で、こ の統計はかなり詳しいものです。

第 3図はペ トナム の主要作物の作付体系であり ますが、こ れは私が現地で

閣き ました ものを私がまとめたものです。

水稲は 5回くらい播穏斯が あり ます。第 1は10月の始めごろ掛柚し 、 5、

6月に収穫をします。第 2は 5、 6月忙播種し、 7、 8月に田抵をし、収穫

期は 1 1、 1 2月になり ます。第 3は 2、 3月に播柾し 4月まで に田植を終

り、 5、 6月頃に収稜します、第 4は 5月に播種し、 9、 1 0月に収穫、第

5は9、 1 0月に播種し、 2、 3月に収稜とい う5つの作付体系があります。

この 5つの体系の中で一番重点をおいているのは一番上の冬作と夏植えの

2つvcなる。 これは 7、 8月頃になると台風が多いので、これをさけるため

です。

「ベトナム民主共和国の気象と農業 」（II）の終り匠台風の図を書い てあり

ますか、 1 9 6 6年の台風の時の大きな資料がまとオっていて、その中から

取っ たわけです。 6、 7、 8、 9、 1 0月匠わたって 台風があり 、 7、 8、

9月の時期の台風をさけるということが、稲作忙とっ てか なり重要な事l,Cな

っております。 10月頃植えたものを台風のくる前に刈取りを終えすぐまた

田植を始めるという二期作です。

第 4図忙作付面積の割合というのがありますが、 これも私が自分で作った

もので、 このひとますが 10万ha です。 水稲 2期作という のが一番多くて、 9

その次忙水稲 1期作、水稲 1期作＋畑作 1回、畑作 1回、畑作 2回以上、水
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稲 1期＋畑作 2回以上という／頓匠たっ ています。

注 ：さきに引用した文の後編にあたる「ペトナム民主共和国の気象と殷栗

(II)」をつぎに引用する。

ペトナム民主共和国の気象と 農業 (II)

ペトナム北部各地の気温と降水量

「北ペトナム地方気候の特性」 VCは、同地域の気象観測点、約 30の気混

と降水試が掲載されている。終面の都合もあるので、 ここには、その中約20

点を送んでここにかかける。この r臼ては、既に別の賀料からとって紹介した

いくつかの地点が須複しているが、年次のとり方もちがい、若干相進してい

る面もあるけれど、これはこれとして採録してお〈。なお後の説明の都合も

あって、各地点をこの表のまま引用する。なお原表は、 4月より 10月まで

を雨季とし、 1 1月より翌年 3月までを乾季としているが、．既に分析したよ

第5図 主な気象観測地点 うに、ベトナム北部においては、

必ずしもこの分類が最巻である

とは考えられないので、 2つの

表を結合して、作表した。

なお、 これらの観測点につい

ては、第 5図の如くで、ほぼペ

トナム北部全域にわたるように

,'orンホ7
選択した。地努、地形について

ウインO、、 は、前出の農業地帯区分図を参

考にされたいが、超北、越西、

および第 4連区のラオス 、 カン

ポジア国境が山岳地帯である。

-1 2-
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国の中心を流れる大河は紅河で、これには大きな支流が多数あるが、それら

をあつめて、ハ ノイ平原に水が梨中して くる。このことが後に説明する洪水

の原因の一つとなるのである。特にそれは平野部における璽要な今後解決す

ペき課題である。

．
 

． 

ラオス風について

インドシナ半島は、北西から南東にかけての脊陵山脈をもっているo気圧

配置の関係から、 3、 4月頃からはじまって 8、9月頃まで、西南からの熱

風がこの山脈をこえて、 ペ トナム北部に吹きこ む。これがフェーン現象を起

し、高温、乾燥、すなわち熱風となる。 これをペトナムの人はラオス風と呼

んで、特にその盤作物に被害か現れる。第 6表はその大よその性質を示すも

ので、 もし、 35℃を基準にとり、湿度を 55 %以下をとるならば、その程

度の日は、月平均 15日以上に逹する地方があるのである。 もう少しきびし

く基準をとり 、 37℃、湿度 45％以下をとっても、平均月 5日をこえる地

方があるのである 。ベトナム北部のイナ作が、 2期作として 4月、 5月をさ

けているのは、 このラオス風と収穫期のぶ つかることを恐れるからである。

熱風は朝から夜まで吹きつづいて何分も吹きつのることさえあるが、灌水設

佃が充分であり、特忙穂牛期等を避ければ、被害はそれほど大きくせずに防

ぐことができる。この面からも水の問題は重要である。

台風について

ペトナム北部は、台風の通り道であるo既に示した、ペト ナム北部の平野

地帯はまともに台風を受ける。その大体の模様を示したものが第 6図である。

5、 6月頃は主たる台風の方向が華南に向いているが、 7月、 8月の台風は、

ハノ イ平野匠正面からぷつかって行く o台風の規模は大きい。 19 6 4年 7

月はじめに この地方 をおそったウイニー台風の例では、クワン ニツ省テ イエ

ン・エン で最低気圧 96 6 mb 、瞬間最大風速 40メー トルをこしている。
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第4表 ベトナム民主共和国主要地点月別 気濫 ℃ 

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 1 0 11 12 平均
ホン ガ イ 1 6.1 16.5 1 9,2 2 2.6 2 6.4 2 7.8 2 8.o 2 7. 5 2 6.8 2 4.5 21. 0 1 7. 6 2 2.8 

モンカイ 1 5.4 1 5.9 1 8.8 2 2.5 26.2 2 7. 7 2 7. 9 2 7. 7 2 7.2 2 4. 2 2 0.6 1 6.8 2 2.6 

ランソン 1 3. 7 1 4.6 1 8. 1 2 2.Q 2 5. 7 2 6.9 2 7. 1 2 6.6 2 5.6 2 2.5 1 8. 5 1 4.9 2 1. 4 

力オバン 13.9 15.0 1 8.7 2 2.6 2 6.Q 
26.9 ＇ 2 7. o 

2 6,6 2 5.8 2 2.7 1 8. 7 1 5.1 21.6 
ハ、；；ャン 1 5.8 l ; 1 6. 9 2 0.4 23.5 2 6.5 27.4 27.4 2 7.0 2 6,6 2 3.6 1 9. 8 1 6.8 2 2.6 
バッカン 1 4,6 1 5.6 1 9.0 2 2.4 2 6. D 27.3 27.3 2 6.8 2 6,2 2 3.2 1 9. 4 1 5.S 2 2.0 

ラオカイ 1 6.1 11.2 2 0.6 2 3.8 2 6.8 27.6 27.7 2 7. 2 2 6.4 2 3.7 2 a. 2 1 7. 1 2 2.9 
サ ノミ 9,2 1 0.3 1 3. 8 1 6.9 1 9,1 1 9. 7 2 o.o 1 9. 6 1 8.6 1 5.8 1 2.6 1 0.0 1 5.5 

イエンバイ 1 5.8 1 6.4 1 9. 6 2 3. 1 2 6.7 2 7. 7 2 7. 7 2 7.4 2 6.4 2 3. 9 2 0.4 1 6.9 1 4.3 

ライチャウ 1 7. 6 16.9 2 1.3 2 4.5 2 6.6 26. 5 2 6.6 2 6.7 2 6. 1 2 4.0 2 0.8 1 7. 6 2 3. 1 

ノ‘ ノ ィ 1 6.6 1 7.2 1 9. 9 2 3.5 2 7. 2 2 8.7 2 8.7 2 8.2 2 7. 2 2 4.6 2 1. 2 1 7. 9 2 3.4 
クンホ 7 1 7.3 1 7.6 19. 9 23.5 2 7. 1 2 a9 28.8 2 8.2 2 7. 0 2 4.5 2 1.7 1 8.6 2 3.6 
ヴィ ン 1 6. 7 1 8. o 1 9.4 24.4 2 7.s 2 9. 6 2 9.1 2 8.9 2 4.4 2 3.9 2 1. 9 1 ?.2 23.7 
／、テイン 1 8.Q 18.2 2 0. 8 24.2 2 7. 5 2 9.1 29. 3 2 8.5 2 6.8 2 4.2 21.6 1 8.9 2 2.3 

ドンホイ 1 ?.Q 1 9. 2 21. 3 24.3 2 7. 6 2 9. 2 2 9. 2 2 8.6 2 7. 0 2 4.6 2 2.3 1 9. 7 2 4.3 

ソ ン ラ 1 4.4 1 6.8 1 9. 7 2 2. 7 24. 8 2 5.0 2 4.9 2 4.6 2 4.0 21.3 1 8.3 15.2 2 1.0 

第 5表 ベトナム民主共和国主要地点月別 降水量 mm 

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 1 G 1 1 1 2 計
ホンカイ 20 35 50 59 1 6 1 283 409 466 323 1 3 a 38 20 1 984 
モンカイ 34 54 76 94 28 7 4 58 6 1 8 564 3 1 6 1 4 9 7 7 42 2 769 

ラ ンソン 21 43 60 88 1 6 3 2 0 0 2 6 6 2 5 1 1 7 4 74 34 26 1 400 

カオバン 1 6 34 48 94 1 7 3 2 1 3 2 9 1 263 1 8 2 84 27 20 1445 

ハ・；； ヤン 3 D 4 1 50 1 2 2 267 4 1 6 4 77 428 249 1 4 2 109 3 1 236'2 

パッカン 1 4 37 44 100 1 9 7 30 4 ~ 34 323 1 53 54 30 1 8 1608 

ラオカイ 2 2 38 72 1 1 7 2 16 234 300 327 243 1 2 6 7 3 24 17 9 2 

サ ノ＜ 4 9 80 11 9 1 8 0 3 6 1 357 4 7 1 472 328 1 9 2 11 2 • 4 8 27 69 
イエンパイ 2 9 50 7 6 125 2 20 3 0 2 3 8 2 406 2B3 152 54 26 210 5 

ライチャウ 1 6 42 6 1 122 278 41 3 409 3 4 6 1 5 6 6 6 39 1 8 1966 
/‘ ノ ィ 1 8 26 48 8 1 194 23 6 3 02 323 262 1 2 3 47 20 1680 
クンホ 7 2 5 32 44 50 1 7 2 1 7 4 21 6 2 7 0 396 250 7 9 29 17 46 

ヴィ ン 52 45 5 1 64 136 1 2 2 131 1 7 5 457 3 7 2 1 8 8 7 5 1868 

ハテイン 98 84 95 7 4 156 13 9 1 :.i 1 2 0 1 526 427 5 5 1 1 4 0 24 4 2 

ドンホイ 67 43 46 55 1 0 9 84 9 1 138 423 5 6 6 354 1 3 6 2 11 2 

ソ ン ラ 1 1 25 42 103 1 7 3 263 29 5 2 7 1 1 53 44 29 1 0 1419 

．
 

．
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この時は、大雨を伴わなかった。 19 6 4年 10月はじめ、ハチン省のキア

ンで観測されたクララ台風も 、中心気圧 97 6 rob 、瞬間最大風速 48メー

トルをこえている。

この場合には強い雨を伴ったが、 1 0月8日の午前 4時から 8時までの 4

時間で 11 0 mmの降雨錨が記録されている。

台風の季節はいう迄もなく降水の集中する季節である。特忙ペトナム北部

では、ハノイ平野の背後地から、山地帯に監った雨が、ほとんどハノイ平野

に躾中してくる上に、 この地方は海抜が低いから、そこでこの水が停滞して、

水田が浸水するのである。

灌漑排水施設について

絃計等を多数とり入れたので、紙数の都合上、詳しい説明はできないが、

上記、水の閑題が大きいので、灌蔽排水施設について若千紹介する。

灌戒排水施設については、過去の王朝やフランス植民地統治の間にも多少

は設備されたが、基本的なものは、 1 9 4 5年以降、 特vc5 4年の、ジュネー

プ会議以後、共和国の人民の手によって施設された。ここでは灌祗、排水滸

第 6表 ラオス風｛r(ついての統計

A 最高気福 3 5℃ 湿度限界 3 3 % 

．
 

3 4 5 6 7 8 ， 全年
ド ンホ イ 0. 0 2.4 4.8 7. 6 5.5 5.6 1. 2 2 9. 2 

ヴ イ ン Q4 2.0 6.6 8.1 4.4 4.4 0. 5 3 1. 6 

キュアラオ＊ 且7 7. 7 1 6. 5 I 1 3.0 7. 0 7. 0 0. 7 5 5.6 
エンチアウ＊ 4.7 1 0. 7 1 4.7 4.0 1. 5 1. 5 0. 2 4 1. 3 
デイエンビエン 1. 5 3.8 5.0 0.3 0.2 0.2 0. 2 1 2. 7 

ライチャウ 1. 7 6. 2 1 0.0 1. 7 3.2 3.2 2.3 2 9.3 

クン ホア 0.0 0. 2 2.2 3. 7 0.7 0. 7 0. 0 1 1. 6 
，，ヽ ノ ィ 0. 0 0. 0 1. 5 2.5 0.3 0.3 QO 8.8 

ラオ 力 イ 0.0 0. 7 4.7 3.5 2.7 2.7 1. 3 ―i 7. 4 
バク、シアン＊ 0.0 0.0 1. 8 1. 8 0.2 0.2 0. 0 6.4 

ラ ン ソ ン 0.0 0. 0 1. 0 0. 5 Q2 D. 2 1 0.0 2.7 
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B 最隔気温 3 7℃ 湿度限界 4 5 % 

3 4 5 6 7 8 ， 全年
ド ンホ イ 0.0 1. 4 0. 6 1. 2 1. 0 0. 4 0. 0 4.6 

ヴ イ ン 0.3 0.3 0. 8 3.2 2.2 0. 3 0. 0 7. 1 

キュアラオ＊ 0. 5 3.0 3.5 1. 0 2.0 1. 2 0.0 1 1. 2 

エンチアウ＊ 1. 2 3. 5 5.2 0. 2 D. 0 QO D. D 1 0. 1 

デイアンピェン 0.0 1. 2 1. 0 0.2 0. 0 0. 0 0. 0 2.4 

ライチャウ 0. 0 1. 8 2.3 D. 3 QO 0. 0 0. 0 4.4 

ク ．‘/ホア 0. 0 0.0 0.0 0. 3 0. 3 0. 0 0. 0 0. 6 

ノ‘ ノ ィ 0.0 0. 0 0.5 1. 3 0. 0 0. 0 0. 0 1. 8 

ラオ 力 イ QO 0. 2 0.8 0.2 QO 0. 0 0. 0 1. 2 

パクジアン＊ D. D 0. 0 D. D 0.4 0.0 0. 0 D. D 1. 8 

ラ ン ソ ン 0. 0 0. 0 0. 0 D. D 0. 0 0. 0 0. D 0. 0 

備考 ＊は 19 6 1~6 4の統計

の規模には触れず、主としてポンプ設抽について述ぺる。

ぷンプ設備花は、大規模、中規松、小規模のそれぞれを組み合せての濯漑

排水の行われているのが特長である。その他に、大きなダムの計画があり、

それが完成するとペトナムの盤業は更に躍進するであろう。現在なおアメリ

カの爆撃は終って居らず、無人偵察機は 3日をあげずハノイ上空にやって〈

るような状況では、大ダム建設はやれない。

現在あるもので大規模といわれるものは、 5 0 0 kWのボンプ基をーセッ

トとするもので、灌祗能力 56 nl/sec である。これは用水として 10,000

ha乃至 20,000ha規模である。この差はもちろん地形等による。排水の

方はやはり 20,00Qha乃至 13, 0 0 0 ha として計画されている。 2,00 0 kW 

以上のものが数ケ所あり 、 たとえば、 300kW、 8基で、 24m'/sec、 3基

で 11. 6 乃至8.9 nl/secという濯蔽輩であろ。これらの計画は、 目下更に進

行中で、近い将来、 70, 0 0 0 kWにまで増強する考え方である。灌排水の規

模はこれによっては約 300,000ha になるであろうo既述の如く 、ペトナ

ム北部の濯紙田は 800,000ha であり 、現在、中、小ポンプによっ て約

400,000ha が灌祗されているから（現在はそれ以外は人力によっ ている

-16-
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訳であるが）上記の予定が完成すれば、ほぼ全地域が寵気灌漑となり得
る見

込である。

濯漑も重要であるが、排水は更に直要である。第 5表および第 5図に見
る

如く 、ハノイ乎原よりも、奥地の降水抗に大きいものが見られる。年間雨
屈、

又月間雨菰で見ても 、そう極端にないとも言えない。しかしこれが、一
定の

日時を経て、ハノイ平原に集るので、大洪水、大浸水を起すのである。1
968

年 8月の台風でも 、ハイフォン附近で約、 75, 0 0 0 haが荘水した。ベ
トナ

ムのイネの品種は穂発芽しやすいので、湛水の被害はそのようた時期のイ
ネ

侭対しては大きな減収を齋らす。この時rCは、数百台の小規模ボンプで
、約

3分の 1の排水を行った。動員されたポンプの合計は約 16,000kWで
あっ

たという。ペトナム農茨においては、灌漑だけでなく 、排水が極めて頂
要で

あることが察知されよう。

第 6図月別台風進路

100 10 5 11 0 11 5 120 125 13 0 135 1 ~ 0 

20 

．
 

15 

10 

11月

ー

―

100 1 D 5 11 0 115 120 12 5 130 135 140 
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なお河川の水質につき第 7表に示す。

第 7表 夏期柘おける紅河の水輩 ・水質

毎秒 50 0 0~7000nl、1 nl中の洗黛 0.8~1. 5 Kg 

水中忙含まれる肥料成分 (mg)

有機物 N 巧05 応°
紅 河 4.5 4. 9 3. 0 9. 0 

クイビン河 1 4. 6 不明 3. 1 1. 5 

コーソン河 1 5. 2 2. 0 2.2 3. 5 

・・・・・・・・・弓I用文の II終り ） 

．
 

その他の作物は、 さつまいも 2回、クロイモ 1回、キャッ サバ（マニオッ

ク） 2回、大豆、えんどう、落花生は各 2回作れるというふうです。稲作を

みると、ほとんど毎月、田植か収稜がどこかで行われている状態です。

「ペトナム民主共和匡iの気象と農業 n」忙、気濫と降水紐忙ついて、かなり
の地点の統計そのせてお きました。これも なかなかみなさんの手に人 らない

資料だと思います。

これでわかるよう花、降雨は 5、 6、 7、 8月の 4カ月忙梨中し・、 これ忙

台風がともなっています。降水拉そのものは、 一番多いサパでも 2,8 0 0 mm 

位で、 日本の敲高の所と比較してもそう多いと思ゎれないが、分布のしかた

が日本と違うとい• うことです。

台風については、かなり多くの資料がありますが、台風に対する問題は大

きいということはご承知の通りで、そのあらましはさきの報告文でふれてお

きました。

．
 防水と利水

ハノイの平野部では、 まず天井川であることですo堤防がひじょうに高く 、

家は下の方忙あります。洪水には非常な警戒を要し、 アメリカが堤防を破壊
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第 7図 平野部にみる天井川

／＜＝一

』

天井川

--ーーベ□— 
．
 

．
 

する ということについては、世界に訴 える努力をしたと 思い在す。 ですから

ペトナムの場合はオランダの捉防と同様に堤防を破埃することは同時に家を

破壊する ことになります。

ここで 1つの問題は、今後の見通しの事 です。 彼らはダムを作っ て洪水調

節をすることについては、最初から考えているわけです。

，，、ノイ の少 し北にダム のできる所があり 、それは第 5図に見るように、紅

河の少し上流忙合涜点があり 、こ の辺でダ ムを作れば効果的であることは解

っていることです。 しかし、戦争中に作ってアメリカに破壊させれば大変な

被害だ ということで、 作っ てお りません。しかし、いよいよ平和花なって燥

撃の心配がないということになれば、おそらくダム建設忙かかると思います。

1 9 6 8年 8月の台風はずいぶん大きく 、 7万haほど浸水 したのです。

これを小さいポンプ (3~5馬力 ）を動員 して、被害を最少限にく いとめた

ということです。

戦争中いろんな努力をして、 結論的には、だいたい食祖を自給しており ま

す。ずいぶんひどい爆撃をうけましたが、 あまり直接の被害は大き くは なら

なかった。

-1 9 -



爆撃の被害について

私の行った時はそういう点で条件の良い時であり 、なんでもなかったので

すが、毎日空襲はありました。空襲がありますと、私は地下におろされるの

ですが、実除にはみんなは平気で仕事を続けていました。

ハノイの防空施設はひじょうにすばらしいもので、私などは大平洋戦争の

時、東京で空製にあいましたので、その時のことを考えると、まるで子供だ

ましみたいなものです。

私がいきました 68年の 10月は 65年からの大空襲の後であって、日本

ではハノイは目茶苦茶vcなっているとお考えになった方か多かったのです。

しかし、私の行った時は、まった〈どこが燦撃されているのかわからないぐ

らいで、爆革の跡はありませんでした。

今度は昨年の 12月からの爆撃がひどかったことは、みなさんど承知の通

りです。みなさんがいま行かれると、ハノイについてはいかに少ないかとい

うことで駕かれると思います。ですから昨年の大燥撃がありま した時に、ア

メリカの方がおれるだろうと思っていましたo無差別爆撃でひ どいが、ハノ

イの人にとっては、 あの程度の空襲が続いたくらいではとても負かすのは無

理だと思っていました。

． 

食糧の自給度について

食粗については、だいたい 2期作を中心にし、それに 1期作が加わり 、2

期作と 1期作とで食和は自給できる程度の計算をしております。これからは

水利調節によっ て2期作をもっとふやすことを中心に考えてい ました。食糧

については今のような条件で不自由はないかと思います。なお水稲生産の現

状と目標を図示しますと 、つ ぎのようになります。

．
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第 8図 水稲生産の現在と目標
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（説 明）

現在生産最（上図実線 ）

期 作

0
,
 
10 11 12 13 

．
 

5. 2 5 X 1 6 1. 6 0 = 8 4 7千トン

4.7 5 X 1 1 8, 7 8 = 5 6 3 2 8 0, 3 8 0 
4. 2 5 X 1 5 3, 6 0 = 6 5 3 4 3 3, 9 8 0 

3. 7 5 X 1 1 7, 7 0 = 4 4 1 5 5 1. 6 8 0 

3. 2 5 X 1 1 9, 6 0 = 3 8 8 6 7 1, 2 8 0 

2. 7 6 X 1 0 3, 5 0 = 2 8 4 7 7 4, 7 8 0 

(4.1) X 7 7 4, 7 8 = 3 1 7 6 

haあたり 5tという増産目標の実現

可能性（上図点線帥分） （註）
t千h 千t
7 X100 = 700 

X100 = 600 6

5

 4
 

X300 

X200 

3 X 1 0 0 

4.8 7 X 8 0 0 

= 1 5 0 0 

8 0 0 

3 0 0 

=3900 

＝ 

（註） ペトナム民主共和国では 19 6 8年当時農業技術改善3目標として、

ha当水稲 5t、

水田肥料にウキクサ

肥料の問題に関 しては、

豚 2頭、 1農業労働者とい う数字を掲げていた。

AZOlla (浮草）、

これを水田へすきこんでいます。

Seeban i •a 

を水田にひじょうに作ります。

これは豆科 の植物で、

Cannabinaがあり 、

.·• 

アカウキクサで、 これ

この材料を現地から持って帰って、 農`事試験場

-2 1 -



で分析をしてもらいました。結果はつぎの通りでした。

z
 

巧 05 恥 0(%) 

A 3. 7 4 0. 6 1 2. 2 2 

B 3. 2 2 0. 4 5 1. 3 5 

これは無理をして、はるばる持って帰ったサンプ）レだったのですが、割合

予想とあっ ていましたo苗代で浮草を作り 、 2週間程で苗代全体がグリーン

になり 、 これを水田忙うつしてすきこんでい花す。これは水田の有猥肥料で

役に立ってい古す。

．
 

人力砕土器

畑も水田も非常に粘土質であり 、乾燥しますと 、カチンカチンになります。

第 9図 エプリに似た砕土器 これを図のような機具を手で左右に振っ

て砕いております。牛を入れる前に水を

張りますと 、水牛耕が楽になります。

ペトナムの場合は水をうまく使えば、

まだ衣だこれから農業は発展します。そ

れが今まで戦争で使えなかったので、ず

いぷん無理をしてやってきたにもかかわ

らず、 これだけの成績を上げているので

すから、本当に爆撃がないという保障が

できるようになると 、急速に立ち直るだろうとい う感じがします。 ．
 

病虫害の問題

ベト ナムの病虫害の問題はかなりあります。虫害については、みなさんす

ぐ大変なことだろうと考えるでしようが、ずいぶん研究は進んでいます。 フ

ランスの学者が昔、指導し ておりますので昆虫の分類は非常に よくやっ てい

ますo地方の試験場へ行っ て も、標本なんかは実によ くそろえております。
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ただフランス流のやり方なので、将来はもっと生態的たものをとりあげる

ように、 申してきました。いつ発生するのか、 という事をもう少しおさえな

いと、防除に労力が多くかかるだろうと話しをしました。

なぜそういうことをいったかというと 、私が 12月から 1月にかけてハノ

イにいて、ほとんど虫を見なかったのです。この温度ですから、ハノイに虫

がいないのは不思議だというと、かれらはやっきになって、夏忙なると大変

なのだと、 しきり忙言っていました。しかし冬になるとハノイあたりではほ

とんど昆虫がみられません。とするといつ頃、 どういう形で発生するかを生・態学的に調ぺなければいけないということです。
生態的に調ぺるため忙は、昔、 日本でやりましたような、螢光灯みたいな

ものを使わなければいけないので、爆撃中にはできないのだと言っていまし

た。そういう点で補足調査をこれからやると思います。

山地帯の香料植物

越北、越西は山地帯で熱帯樹林でありますので広葉植物が実に豊富で、香

料植版、薬用植物がひじょうに多〈 、 これらをよく調べていました。フラン

ス人が昔やったのでありましょうが、ずいぷんた〈さんありました。私はか

ならずしも専門でありませんので、その専門家が行かれるとずいぷんおもし

ろいと思います。

．
 

養蚕とお茶

茨蚕はいつでもできますが、桑の問題がありますo周年の桑があれば、周

年は飼えるはずだし、現に周年飼っていますo しかし充分に桑のないのが現

状で、その点品種のよいのがないからだと言っていました。

お茶はひじょうによくできます。ただベトナム人のお茶の嗜好と 、 日本人

のお茶の嗜好は違いますので、その点で、いまのままではと て も日本へ輸出

できな いだろうと思いま したo緑茶と して はまずく て飲めません。
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畜産と養魚

家畜は水牛と豚それに幾ですけれど、まとめて飼っていません。合作社に

も行きましたが、梨団で飼っているのは少な〈、多くはなしがいです。年中

伺かがありますから、その点ではなし飼いで飼っ ているということです。

水面が多いから養魚は盛んにやっています。クンパクは魚と豚でとり 、水

牛は耕作用です。

質疑応答

（質） うき草は土に根を下していないで、バクテリアはついてないのでし ~ 
ょうか。

（答） ついていません。パ クテリアがついていれば、持ってくる間 にずい

ふん繁殖しただろうと思います。ところが若干のカピはつきました。しかし

費料として分析にたえる材料でした。

（質） 成長忙はどの位いかかりますか。

（答） どんどん分裂しま すから、彼らの予定では 1~ 2週間位で、すきこ

めるようになるということです。

（質） 山地の香料のことですが、 どんな種類がありますか。

（答） あらゆる種類のものがあります。大黄、 イリチャーテ、、ンンボボー

ホ、ギザンナミ、ジナモン、キュベラ、ジンジペラテイ、ズクーテイのもの

は裁培もしています。ビナーツェー 、 ウクレサセア、アンソコサー 、 ゴカ、ン ~ 
ン、センキュバー 、オウセイ 、力、ンユー、ゴパイツ、ダイキイキョウコワイ

があり、できれば輸出したいと言っていました。

（質） 大部分は自生ですか。

（答） 大部分は自生ですが、部分的 VCは栽培も してい ます。

（質） 農業経営の組織はどんな形体ですか。

（答） 現在ソ連忙は 5つの経営形体があります。
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(1) 個 人

(2) 共同耕作（トース ） ／・集
I 

(3) 共同経営（ア）レテリ）

［ ： 場

(4) 共同生活（コンムーナ）

(5) 国営農場（ソフォーズ）

ソ連の場合(3)のアルテリ形式が一番多いo共同耕作というのは、 日本でも

戦争中はこの形式でやりましたが、共同経営（アルテリ）が 1つのコルホー

ズだとすると 、一 戸ごとに家庭菜園を持っ ており 、 ここで作ったものは自分・達で売ることができ 、 個人の所有 ~C できます。
共同農場のものは共同で生産 し、それを現物と 収入金によって配分される。

これがソ連のアルテリーの形式です。

コンムーナというのは、 こういうのを全部やめて、全部共同化するという

ことですo 北朝鮮の場合は(4)の共同生活に近く 、中国の堀合もかなり（4）の共

同生活に近く 、行政的なものまで入れており 、人民公社という言葉をつかう

のです。

ベトナムは（3）のアルテリ形式に近いo全耕地面積の 5%位が自留地になっ

ています。ソ連の場合、 1つのコルホーズ集団が 1,DOOha、 2,D O D ha、

5, 0 0 0 ha あり 、一戸一戸の所有面積は1~3  haになるので、一戸当り

の農家経営としてもなり立つぐらいです。そのためソ連の場合は、この自留・地にかなりの力をそそぎ、集団殷場にあまり協力しないという問題が生じて
います。

ベトナムのような国になると 、大きく ても10 0 ha、 20 D haで、こ

れの 5%といっても人口が多く、一戸の牒家が 1-2アールというものです。

同じ自留地が 5%だといっても、経営規模VCよってまるでそのあり方が違う

のです。

だから、自 留地がよいか悪いかの議論 をよく閣くが、 自留地がよいか悪い

かという議論をしたのではだめなので、それぞれの国によって自留地のはた
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す役割を考えなければならないと思います。

軌鮮のばあいには(4)に近いと言うことを申しましたが、こ れもわずかに自

留地を持っ ていますが、 これは庭を持っている程度です。なぜ朝鮮はそうい

うコンム --ナに近いものになったかといえば、朝鮮の主要部分がペトナムと

違い、ペトナムは爆撃は受けても、全体の割合は少なく 、ハノイ近郊などほ

とんど問題にならないほど少ない。朝鮮の場合は、アメリカ軍が鴨緑江近く

まで侵入して、 目茶苦茶忙したので、土地所有の区分までな〈なった。

戦後 19 5 5年以降新 しく細成し、道を作りましたから、 コンム ーナに近

いということです。それぞれの国vcそれぞれの歴史があり 、紙で書いたり 、 ~ 
読んだり 、頭の中で想像しただけでは本当のこ とは解りません。

ついでにペトナム民主共和国における Co-Op の編成状況を年次別にあげ

るとつぎの通りです。

年 次 総 数 組織された農家戸数 Co-Opの作付面積比率

9 5 8 4 8 0 4. 8 % 4. 3 % 
9 5 9 28,800  4 5. 4 3 7. 7 
1 9 6 D 40,420 8 5. 8 6 8. 1 

1 9 6 1 3 1, 8 3 0 8 8. 9 7 0. 8 

1 9 6 2 3 1, 9 1 0 7 2. 1 

1 9 6 3 3 2, 1 4 0 7 4. 6 

1 9 6 4 3 2, 4 0 0 7 5. 6 

1 9 6 5 3 2, 5 0り 8 8. 9 8 0. 3 

9 6 6 26,790 9 2. 5 8 9. 1 

9 6 7 2 3, 5 5 0 9 3. 7 9 0. 9 

9 3. 7 = 2, 9 7 6, 0 0 0戸 9 0.9=1,7 50,0 0 Oha 

1 0 Q O = 1, 9 2 4, 0 0 0 

（質） ペトナムは国営品場形式になっているのですか。

（答） ほとんど国営という形ではやられていません。協同組合として比較

的大きいのが普通ですo プランテーション的なものはありませんo個々の骰

家の貨任忙おいて、それが協同化されています。

（質） 北ペ トナムの河はほとんど天井川だと いわれま したが、例えば一番
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大きな河のばあい、 どの地点から天井川になっ ているのですか。

（答） この合流地点の少し上流からだと思います。この地点から平野にな

り、流れもゆるくなり 、土砂を

．
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もってきて堆枝し、海まで続い

ております。

（質） 雨季と乾季との河川の

流最の差はどのくらいあるので

すか。

（答） 雨季の集中豪雨のあと、

台風のあとなどになると堤防の

すれすれまできます。平担地な

ものですから、 自然排水はおそ

＜洪水の後はもっばら排水で一生けんめいです。

（質） 排水とはどこへ水をもっていくのですか。

．
 

（答） 小さいボンプをたくさん使って、水をあげています。今、私のいっ

た排水とは、降った雨がたまったことをいっていますから可能なわけです。

（質） 浮草は 1週間で単位面積当り 、 どれだけとれるのですか。

（答） 約 5倍ぐらいになります、 5分の 1の批を連んで来て本田にばらま

く、それがだいたい 1週間ぐらいで全面に繁殖してしまう。そうして水を落

してすきこみます。

（質） 煤業教育はどういう形で行なわれていますか。

（答） 農業教育は全国的に盛んで、 あらゆる意味で教育を直祝してやって

いをす。農業教育というよりも 、エクステンション、すなわち普及事業みた

いな形でやられています。

協同組合のあるところ忙は、組合忙勉強室のようなものがあり 、村の計画

とか、昆虫の標本とかがおいてあります。そういう形で協同農場の中に実学

のできるところがあります。
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その他は普通の形で大学まであります。日本と特に違う所は、共同農場に

勉強できるような施設を作っ ていることです。

（質） 小 ・中学教育の中匠も農業教育は入っ ていますか。

（答） 入っていますo基本的に農業が生産の基礎ですから、あらゆる意味

でそういうものは入っています。

私が見たかぎり、子供が煤業の手伝いをしていなかったo田植は日本と同

じように女性がやっていましたが、苗は大苗を使っていましたo土痕の関係、

水の防係もあるし、 もう少し小苗でよいのではないかと思います。

．
 

（質） 学校教育はどういう形で行なわれていますか。南ペ トナムの場合に

は、フランスの影響と聞い ておりますが、アカデ ミックな教育に対して農業、

工業系統の教育は中学レペルでセパレートして、 2本立になっていますが、

ハノイ ではどうな ってい をすか。

（答） フランスの教育はぜんぜん影咽していません。

1級は 4年で 7オから

2級は 4年で 1 1オから

中等学校は 16オから

Bの中等学校は 14オから（高校大学進学）

とわかれています。

ハノイの総合大学の場合には、数学、物理、化学、歴史、地理、文学、そ

の他に農業大学があり 、農業大学では栽培、畜産、獣医、檄械といったもの

を教えています。

大学の数は 40くらいあります。夜間の補習学校というのが別にあります。

その他に技術大学、横械電気大学、工業大学、軽工業大学、電気通信大学等があります。

農科大学のばあいは、農業、林業、水利、漁業という形であり、批業のば

あいは栽培、食品、畜産、獣医、農莱経済、水利のばあいは建設、水利、か

んがい、漁莱の ばあいは漁業、淡水、養魚、加工、林菜のばあいは植林、保

-28-
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護、木材、林業経済というのがあります。その他に師範大学、経済大学が 4

っ、医科大学、芸術大学もあります。

幹部蓑成の比率は工業関係 26. 6 %、農業関係 16. 6 %、経済関係が 14.7 

％、教師と科学者 26. 6 %、医者、体育 11. 4 %という予定で教育をするの

だといっていさした。

夜間大学は戦争中やりました。かつて植民地時代、教育を受け てい なかっ

た人が多いから補習教育をやり、最初はソ連と同様な形式でやっ てい たが、

最近では国の実体に応じてなおしています。

その他に村の幹部養成学校、少数民族の補習学校があります。ハノイには

外国語師範大学というのがあり、ここでは日本語なども教えています。

いちばん初めの出発はソ辿式の教育で、それが段々と変ってきています。

ただ私がひじょうに感心したのは学術語は自分の国の言葉でといって、ひじ

ように苦労して委員会を作って、 1つ 1つ吟味し ていま す。原則としては、

第 1が正砒、第 2ができるだけ簡単匠、第 3が民族の言葉を碁礎とする、こ

の3つのことを基準にして 1つ 1つ言葉を作って います。

またハノイ大学その他では、完全に自国語で教育し、外国の先生方もいる

が、研究するだけで講義はさせません。なぜ講義をさせないかと 言えば外固

人の教授を受ける人はその外国語をならわなければならない。謂義はどこさ

でも自国の人が責任を持ってやるということで、ずいぶん骨をおって教材を

● • 作り上げていることに感心しました。
（質） 耕作管理における機械化の現状はどうですか。

（答） 檄械化はまだ偲とんどやっていません。傾斜地にも、段々畑がみこ・

とに作られています。ェステイトはやっておらず、 このように広いのは共同

農場です。

（質） 輸出産業の可能性として緑茶、紅茶はいかがですか。

（答） さしあたっては紅茶だと思います。お茶にホリト ー`ルを使っている

から、危なくはないかと聞きましたが、紅茶にするから 直接に害はないと言
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っている。彼らはその点気をつけています。

（質） 戦後の北ベトナムの直面している農業問題として、 とういう問題が

大事だと思われますか。

（答） いちばん大きな問題は水管理だと思います。その水管理について、

どういう方針でやるかということを、一番はじめに彼らか決めることではな

いかと思います。

私の想像では、かなり大きな水利を考えているのではないかと思います。

今までは爆撃の関係でできなかったけれど、 これからかなり大きなかんがい

貯水池を作って、そこから導入するという考え方ではないかと思います。そ

れができると、いろんな点でそれにあった農業が問類になっ てき在す。

（質） 稲の新しい品種は入っていますかo また優良品種の普及にはどのよ

うな方法をとっていますか。

（答） IR-8をぜひ入れたいといっていましたが、私は、 IR-8はベ

トナムではだめだ と言いました。

日本の品種を少しづつ日本の業者が入れています。現地の試験場長が九大

出で、盛永先生の弟子の Cuaさんで、一生けんめい新しい品種を作るのに努

力していました。しかし基本的には在来品穏からはじめるのだといっていま

した。

俊良釉子の普及はつぎのような過程をとっています。第 10固をご覧にな

れは、説明はいらないと思います。

（質） 食税の自給度はどうですか。

（答） だいたい自給しているとみてよいと思います。蓋白がたりないと言

っていますが養魚と養豚で補っています。

ハノイ近郊はひじょうに魚をよく食べています。あそこはヌクマグという

しょう油がありますが、 これは魚が原料です。

（質） 砂糖きびは栽培されているそうですが、 どの程度栽培されています

か。またどの程度の砂糖ができますか。
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第 10図 水稲種拡大普及系統概要

研究院 大学

．
 

原々種

輸入防疫局

農業試験場

地区標氾種子 （原種）

省

地方試験 場

第 2 級種子

地方局

．
 

種子拡大大隊

第三級種子

大 面 積 拡 大
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（答） 砂糖は少いと思います。ただ砂糖きびはかなり広く作っています。

あの辺ではさとうきびは作りやすいようですねo台風をうまくさけさえすれ

ばかなりの収麓があるようです。

畑作として、砂糖きび、 トウモロコ、ンは多く作られていますo土地の悪い

所ではキャッサパを作っています。

（質） もち米の収量はとの程度ですか。

（答） 収撮はわかりませんが、 もち米は作られています。もち米はお菓子

に使い、主食としてはおかゆのようなものにして食べていることが多いよう

です。

（質）

（答）

米匠対する肥料の使用状況は。

基本的にアゾラ位のもので、化芋肥料は今の段階ではほとんど使っ

ていません。またいきなり使うと稲は倒れるでしょ う。そこへ肥料を持込む

ため忙は、土地作 りや品種からやらなければならないで しょう o土壌がひじ

ように粘土質で、わらをずいぶんすきこんでいる。

（烈） 尿素はつかわれていると聞き在したが。

（答） それはそ菜で、稲なんかにはつかわれていません。

（質） かんがい水田は何伯ぐらいですか。

（答） 二期作地帯です。水稲の二期作はかんがいしないとできません。こ

れは 80万 ha とみてよいが、かんがいできない所は一期作です。参考のた

め、 19 6 7年度の 2期作の状況をみ在すと、つぎの通りです。

単位面積当生産

t/h 

5. 0以上

4.5~5.0 

4.0~4.5 

3. 5~4.0 

3. 0~3. 5 

3. 0以下

．
 

．
 

面 積 地 帯

ha 平 野 中 間 4 区 山 岳

161,600 2 l郡 3郡 郡

118,780 2 1 4 7 

1 5 3, 6 0 0 1 7 8 3 1 3 

117,700 ， 8 3 

1 1 9, 6 0 0 2 6 1 6 1 0 

1 0 3, 5 0 0 3 1 3 3 1 
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（質） 区画整理はどうですか。

（答） 区画はきれいにしてありますo土地の高低にしたがって真四角のば

かりではないが、平担な所はかなり広い。 30mX10mぐらいに一定にし

ようとしたが、農民の従来の慣習があって若干くずれるということで規則ど

おりにまいりませんと言っていました。

（質） 現状の被械はどうなっていますか。

（答） 北朝鮮でつかっている 25馬カトラククーが少しみられたが、その

数はしれたもので大部分は水牛です。

（質） テーラーは入っ ていないのですか。

（答） 日本の業者がもっていったらしいが現地の土質が違い、強粘土性で

あり、馬力 沿低いとだめであった。 また自留地は猥械を使うほど大き〈はな

．
 

い。

今後あるていど大きいのを入れるとともに、今の強粘土性のものにうまく

あうものを考えていく必要があると思います。

（質） もし日本がお手伝いするとたればどんなものですか。

（答） さしあたってかんがい施設関係のものかと思いますo石炭はすばら

しいも のが ありますが、それを農業に使うという考え方はありません。

（質） 北の燐鉱石は使っているのですか。

（答） まず使っていないと思いますo窒素は少ないから、 リン酸ばかりや

れば略奪になります。

ついでに輸出関係にふれますと、ホンゲイの無煙炭はひじょうに良質です

から、日本でほしいのではないかと思いますo電気製品に使うのにはひじ ょ

ぅvc俊秀だから、今後取引ができれば日本忙入ってくるのではないか。その

他には直接に輸出できる産業というものはないように思いますo先に述ぺた

薬草、香料も日本でどのくらい消化できるか、そう簡単ではないでしょう。

ペトナムとしては石炭を輸出して、一番基礎的なものを見返りで作ってい

くということで、その間に農業の方をだんだん伸ばしていって、生活水準を
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少しづつ上げて行くということではないでしょうかo どん底からやっていま

すから、彼らはひじょうに楽天的です。

（終り）

． 

．
 

-3 4 -



北ベトナムの養蚕技術指導の体験から

（群馬県蚕糸大学校講師） 清 水 六太郎

．
 

．
 

私は一昨年、ある会社の推せんによって、 8カ月間北ペトナムに滞在し、

養蚕技術を指導したo渡航手続は簡単でなかったが、 ともかくペトナム政府

に招かれて、機椋その他の必需品をもって、養蚕振興のために渡航したわけ

である。

北ペトナム忙は日本のかつての内務省にあたる省があり、 この省忙農業部、

水利部、農事部があった。私は農業部忙所属して、その部門の所管である養

蚕を担当したのである。

一緒に行った方は、蚕業試験場育種部長の畑信親先生と信州大学稼維学部

助教授の田中誠二先生である o田中先生は日本一の飼育器を考案された方で、

約 3カ月お〈れて渡航された。

私の行ったのはクイビン省であったが、産業の中心はナム・ジンで、 ここは

クイピンより地域も少し広く 、交通、文化の進んだ所であった。しかし戦争

であらゆる施設は破壊され、ほとんど復興していなかった。ハノイから鉄道

があり 、唯一の交通機関となっていたが、人間、石炭、ニワトリ 、豚などが

全部一緒vc乗っている有様であった。

活任当初、テクノと呼ぶ機閑と話し合ったが、わが国の晨業技術の進歩を

ほめるととも匠、その事実を知っているわれわれ 2千万のペトナム人は、あ

なた方の協力を心待ちにしていたし、 日越親善のためにも、 しっかりお願い

すると言われたoわれわれはペトナム人の人情味を感ずるとともに、通訳を

通していろいろと話をした。

渡航したのは 4月で、 ちょうど雨季の始ったところであったが、話匹聞い

ていたように毎日雨の降ることもなかった。湿度は日本よりは高〈 、生活の

上で多少こまっ た こともあったか、それも次第に慣れた。
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最初忙、環境条件を知るため忙、気象、地味、労力関係などの調査に手を

つけたo フランス統治時代にはフランスの技術で、ベトナム全土 22州のう

ち、半分位が養蚕をやっていたとも聞いた。そのせいか、クイビンの試験場

内にりっばな三階建の建物があり 、何かと思ったら原蚕種の製造所であった。

この建物を根拠にして畑先生は原蚕関係の仕mをされたのである。箔手され

る前杯ー、 この建物やまわりの建物、周囲の状況などを調査された ことはもと

よりである。

私は日本から桑苗 3手虫を見本的に持っていっていて、むこうに適する品種

があるかどうか調ぺるつもりであった。しかし、さし木は雨季の関係から 3

月下旬に終えねばならぬとのことで、時季遅れであった。

むこう忙は在来柳が 6品釉あっ て、 フランス統治時代のものかとも 、．Jわれ

たo例えば、 クーザン、ホーサン、 ラ・バーレン、ホーチャン、ダリヤンな

どがそれで、品種の特徴としては、遅蚕用忙は粗椒維質が十分あり 、 4、 5

月によく繁茂するもの、また末期によく落葉するもの、 あるいは秋にはよ く

繁茂 して収訊の多いもの などにわかれていた。

当方のやることを計画だてたいとテクノに相談してみると、驚いた慣行の

あるの忙気付いた。例えば、栽榮や養蚕の計画をたて、何年位で収益のある

ようにするかと質問し、 また彼らの方からいろいろ竹問して くる場合、その

応答や質問は代表者がするのである。またハノイ大学で植物学と肥料学を専

攻している 80人の学生を教えてもいたが、彼らは同じ質問があれは、その

代表が使問するといったエ合であった。

ここで教育面について触れておこう。教育につい ても共産固のせいか、言

はは信償必罰で、貧殿の子供であっ ても頭の良い者には政府が金を出して大

学を卒業させ、社会に出てその能力を十分発揮できるようにしているoわた

しについ ていた運転手は、わたしのいた 8カ月の間にある程度日本語を身に

つけ、その仕上げに日本語学校に行き 、ついに日本語の先生に なった。

教育は日本 と同様に 6 • 3 • 3制である。ところが小学校でも単位制で、
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単位をとれないものは夜学校に通わせている。その夜学校というのが 2キロ

ぐらい離れていて、通うのも容易でない。これは戒めのためであろう。中学

も同じで、教育は徹底していると言える。一般妬教科書はなく、先生はムチ

を手にしており 、教材を黒板に柑き、生徒はそれをノート陀写すのである。

先生は朝 、 出欠をとり、インク と して粉のインクを配る。生徒は粉 •インクを水で

とき 、ペンで黒板忙書かれたものを全部写す。ェンビツを持っていないから、

ペン字は上手である。わたしたちの褐合も、 日本の教材を前日、通訳の人に

話し ておくと 、翌日はペトナム語の教材が出来上っていると言ったエ合であ

るo と忙かく 、 ペトナム人の教育熱心には哀くぺきものがある。

．
 

つぎにこの辺の土地の状態はどうかとげ うと、地下水は非常！re.高く 、 1メ

ークーも堀るとすぐ水が出てくる地帯であった。クイビン省を中心とするあ

たりはほとんどが水田であり 、乾田と湿田に区別されていた。乾田忙はもち

ろん灌漑が必要なので、クーピンによったり 、人力によったり色々に して錫

水していた。水利の関係はよいよう忙思われるが、掲水機械は少ないので（

多少は中国やソ聯から入っ ていたものの ）、 田植時期忙はかなり困るようで

ある。しかし二人で動かす水車によれば、 1時間に 1反歩位は簡単に揚水で

きるので、多 くはそうした方法で滝砥して植付けしていたo私のいたクイピ

ン、ナ ムジンなどの水田は肥沃なので、 2毛作、 3毛作も可能とのことであ

った。

彼らの住んでいる家は非常に小さい。家のまわりには池がある。な迂池が

あるかと言うと 、池の中は日中でも 30~3 2度位で、 これによって涼しさが

求められることもあるが、堀上げた土でレンガを作るからである。このレン

ガで家もつくり 、道路匠も敷 <o理想的な家は全部レンガつくりである o堀

上げた土は、 日本の粘土のようで、 これを無造作忙足で こね、巾 10センチ、

縦 35センチ位の長方形忙して 2日間位乾か し、 高炉に入れて焼いて仕上げ

ている。どう してこ のレンガ に頼っている か と言 うと、この地方には砂利と

-3 7-



呼べる石が全くないからである。中国大陸から流れて くる紅河の水は、 ドロ

水である。河床に砂利がなくしかも流れは急なので、橋をかけるも なかなか

困難である。

彼らの耕作面積は 1人当り 1 ククーである o全人口は 1,9 D D~1, 9 2 1 

万といわれ、その 8D~7 5 %が農民である。官公吏や軍人は 4D~ 4 2万

といわれている。農民への耕作割当は 1人に 1ヘククールであるが、 これが

何々合作社の名の下に、共同作業によりその利益は各人に配分される。ただ

し、 これには気象状況その他を考慮して 1ヘククー当り何 トンというノルマ

が与えられている。ノルマ以上忙とれた分と 、 自分の家敷内で生産されたも

のは、週に 1度開かれる各集蕗ごとの市褐で自由に売られるo 朝 6時頃にな

ると市場を開く合図があり 、老若男女が集っ て、相対で商談がなされる。

どんなものが菓まるかというと 、最も多いのは米で、米は年間大体 45 D 

万はとれる。そのほかに大豆、雑穀、カンショ 、アマ 、 コウマ 、サトウキピ、

トウモロコン、綿、 ラッカセイ、茶、 コーヒー、バナナ、パインアップル 、

オレンジ、マンゴー、 ドリアン、サボ、クピオカなどであろ。

私は 4月から 8月までは学科を教え、後は実習をやらせた。養蚕に限定し

ないで、土壌肥料についても教えて欲しいとのことで、堆肥について主忙教

えた。この地方の堆肥はどのようにして作るかと言うと、広々したデルク地

帝なので、雨季『」は草が繁茂している、これを懸命忙刈取っ て堆肥にするわ

けである。合作社に刈った草の集校所があり 、合作社が買上げる仕組みにな

っている。また中国から燐灰石が紅河を越えて来ていた。

農耕には 2頭 1組の水牛が使われているが、 これは政府の貸付制によっ て

いて、 5所帯(t(2頭位はいた。成牛は 3D D~3 5 Dキロの巨体になる。 4、

5年たつと集落の屠殺所で屠殺され、その肉は配分されるo 重要な動物たん

白源である。

ここで彼らの働きぶりを紹介しておこう。現在は働き手の中心は婦人で、

これ花子供から老人までが加わっている。彼らは三種の神器と称 して、雨が
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降っても降らなくても、笠をかぶり、天秤棒と鍬を離さない。鍬 1つですぺ

ての作業をやっている。水田を植付けて 1週間もたつと、鍬 1つで中耕除草

をする。収穫物や肥料などの連檄は天秤棒でする。この棒は長さ1.3メーク

一位で、竹を 2つ割り忙したものであるが、この竹は非常に厚いものなので、

4 0キロ位のも のなら平気である。 とも か く、 農民は笠と天秤棒と鍬は必ら

ず持ち歩いている。

．
 

．
 

つぎにわれわれの持っていった施設について触れよう 。持っていったもの

のなかで、田中教授の発明された稚蚕自動給桑檄は世界一と言っても過言で

ない規模のもので、日本にも政府の構造改善事業によって群馬、長野、山梨、

埼玉、茨城の一部にしか施設されていないものである。こ の様械は、稚蚕を

ある一定の混度と湿度で飼育するととも忙、桑葉はエアーコンベアーで自動

的に送りこむものである。掃立てから稚蚕の飼育 をし、壮蚕匠なったものを

各飼育所へと配付するものである。この機械で 1度侭 45 0箱のものが掃け

るか ら、毎日 の ように参観者が来たものである。設置場所は クイピン省の中

央で、地味肥沃、土地は高みで通風、日照のよい所を選んだ。 この稚蚕飼育

所は東亜工業に依頼して鉄骨で造った。

農婦たちが畑から桑葉をもってくると、給桑の責任者は私の話しておいた

飼育標準表によって給桑する。最初にザ桑機に入れると、コ ンベアで切断機

匠はいる、切断されたものは風選で葉柄と葉身妬分けられ、第 2のコンペア

で一番上の 3メークー位の商さの所に運ばれ、中段のスクルューによって各

箱に給葉されるわけである。大体 1時間に 48 0箱の給桑が終る。

この飼育機はエアコンで温湿を調整するよう忙なっていて、蚕の飼育に必

要な 27~2 8度の適温が保たれている。しかし電力 vcついてはちょつと困

ったことがあった。それと言うのは、クイピン省でも農作業が最重点的に考

えられているから、田植時期には揚水のクービンを回すのに電力が向けられ

るので、私たちの給桑檄の電力もとめられるのであった。これは非常につら
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い思いをしたが、省の方針なので、仕方なく自家発霊の 47 0を動かしてこ

れ忙当てた。

ともかく 、 この稚蚕飼育所は地元の合作社に属し、そのさん下に 6か所の

壮蚕飼育所を分散して配植し、 これによって壮蚕飼育、上ぞく、収繭、集荷

をして、一蚕期を終ったわけである。

ここで一番の難問趣に当面した。それは日本とちがって、熱帯ではキョウ

ソバエという大敵がいたからであるo 日本のキョウソは春の 4月に桑の葉i([_

卵をうみ、 この桑を蚕が食ぺると、 胃の中でふ化し、やがて気門部に移り 、

蛹を殺して繭に穴をあけて出てくる。これは一化性である。しかし向うのキ

ョウソは直接蚕の体に卵をうみつけてしまう。これがなんと、一つの蚕に20

~3  0とうみつけ、次から次へと移ってゆく 。卵がふ化すると 、蚕は 3日位

でまいってしまう。

このキョウソパ工を防ぐのに苦労した。 6か所の飼育所には全部金網を張

ってハエの侵入を防いだ。幸い窓が小さいので簡単にやれたが、一方、部屋

は広いといっても 、給桑、除沙、分箔をやっていると部屋の中があたたまつ

てくる、これを下げるためせん風機を回すが、窓が小さく 、排気口がないの

で困ったも のである。

キョウソパエの防除は大きな研究テーマで、 これが成功すれば、向うで年

間 10~1 2回の飼育は可能である。また繭の生産費も非常に安くあがる訳

である。生産費は農林省あたりではキロ 1,3 0 0円程度とされていたが、こ

こでは 40 0円程度である。彼らは一定の場所へ出荷して、この賃銀をもら

うわけである。

倣らはフランス統治時代からの品種をうけついでいて、純黄繭種（純度40

位）である。これは家蚕でなしに、山繭型のもので、署さには非常に耐え、

繭は小さいが、ちゅう出は丈夫である。こうした特徴をも ったものがペト ナ

ム全土に残されている。

彼らの家敷内には、 60オ以上の人々の植えたと思われる桑樹があり、こ
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れを利用して日本の 59位、 1万頭位の蚕を飼っ て、その繭を市場へ売り忙

ゆ〈。操糸場があって、ここで坐操で糸をひいているo 昨年わが方から 20 

条の多条機を 1台送っている。また乾繭設備の関係ではオピ川式 という かな

り能率のよいものを送っている。

将来は一慣作業によって製糸し、ペトナム人の衣料の充足ばかりでなく 、

中国や韓国を経由 して、 日本に売りこもうと考えられている。今後食糧事情

が緩和 した場合｀稲作匠変わるものが何かと論議されてお り、その場合の転

作に養蚕が注目されてい るわけで、座談会などで、 この点が話しあわれてい

る。

今後、ベトナムで養蚕をやろうと思う人があっても、国交が結ばれない限

り、向うの紹へいでしか行けないわけであるo われわれは日本の粋を集めた

機械や施設をもっ て行ったのであるが、今後ともにこれを活かしたいもので

あるo昨年は宮城県の試験塙の方が病理の研究で行かれた。

また蚕の原種関係では、例えば沖縄のものとあちらのものとの交雑、山蒻

との関係などがあり 、また郡是、片倉、鎖紡関係の品種 もいっている。和の

失敗したのは、運迭の途中の保管関係から、向うで 40 %しかフ化しなかっ

た。ベトナムの人々は、 こちらから持って行った蚕種があれば、ペトナム 1

の品種と交雑し、その次代蚕から普及 しようと 言う、気の早さである。日本

では一つの品種を改良す るのVC、 8年、 10年と年月をかけているのに。

ペ トナムの蚕糸業の盛衰を左右する大きな要因は、キョウ ソバエの防除と

電力事情の改善にあると 思われる。人的資源には事欠かぬので、そうした開

発を日本の業界が援助してやれば、ベ トナムは世界一の委蚕国になるはずで

ある。桑の閲係忙ついて言えば、 4月にさし木したものが 9月末忙は 2.5メ

ー トルに のひ•た。円木から配合肥料を 1 5 トン車 15台分持って行って、 1 

反当り日本の半分ほどやったのに、驚くほどのびてしまったo 改善の仕方に

よっては数年のうちにペ トナム の蚕糸業はのびる可能性があり 、日本のこう

した一次産業はむこうへ移ってしまうのではないかと思っている。
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（質問） 端的に言っ て、 年間 ha当り桑の収錨はどの位か。

（答） 私も初めてのことで確かには答えられないが、 1 5 0町歩の桑園の

内、約半分が既成桑園で、年 4回やっ て大体 18キロとい うことであるo反

収については、既成園、未成園、さし木函もあり 、そう いう統計がでない。

向うには 6種類ほど桑の種類があり 、葉に斑の出るものと出ないものがある。

日本の 40年前と同様匠、収稜には葉を摘んでいる。伐採はしない。私は稚

蚕桑園忙ついては、全刈育成法や LB法、残条全芽法とかの方法をとった。

ペトナムの人々の考え方は、校どと刈取っ て しまったら、収輩はおちるとす

るo われわれの方は、切断すると後続枝が出 て、 むしろ収儲は 2培忙も 3培

にも増えると 言 うことである。彼らはこれを刈取っ て しまうのは惜しいと懇

念す7)。これをのはしておくと結局、 1本は 1本で終る。

（質問） 榮の寿命は大体どうなのか。

（答） 彼らの話では、 こけの生えたような木で 20年ぐらいとしている。

桑の仕立方匠は根刈り 、高刈り、中刈りとあるが、関東地方などに多い根刈

り仕立忙対し、向うでは高刈り仕立で、のば し放題であるo害虫関係では桑

の強敵のスキ虫が非常忙多い。これを防除機の千立はいるスプレーヤ ーで防

除した。なお条園は畦間 2.5メートル、株間 50センチにしていた。これを

1条 1度にス プレーヤーで消毒したのである。なお向うでは日本よりも耕地

整理は徹底してなされていた。
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南ペトナムにおける穀近の糖業事惰

製糖工場コンサ）レクント 斉藤泰 一

． 

．
 

私がサイゴンヘ行ったのは、農業技術者としてではなく 、精糖工ナ品の建設、

砂糖の精製といった化学工業の技術者としてであった。初めに糖業事情の概

略を述べ、 つぎに南ペトナム全般として、 はたし てサトウキピ匠適している

かどうかについ て、 私見を述べたい。

最初に砂糖につい て概略を述ぺる必要があるかと思う。常識的なことです

が、砂糖の全世界の生産猾は 5,D D D~6, D O D万 トンで、 この うち5D~ 

6 D％は熱帯と亜熱，若で生産されるサトウキピからとられ、残り 40％は寒

冷地でできる甜菜（ピート）から生産されている。甘庶糖の場合は、通常サ

トウキビの生産される現地で、サトウキピを圧搾した汁液を亜硫酸、炭酸ガ

ス、石灰などを使って、液の清浄化と標白をし、直接、白い砂糖 をつ くる。

これを耕地白祗 と言っている。他に現地で、サ トウキピの現地というのは何

分広い所なので、一度原料糖として粗糖をつくり 、 これを近くの工場へ持っ

てきて、ここで精製して粒製粕とする 2つの方法がある 。一方ピート糖のカ

は、日本では僅かに北海道で作っているが、 これはほとんど先程言った直接

白糖を作る方法によっ ている。

皆さんが普段使われる白糊（良白糖） 、 これはほとんど精製糖であって、

一部プ ト` ウ糖の含まれるものがある。それからグレー糖、角糖、小さな袋忙

入っ ている小袋糖、 これらはもちろん大部分が棺製糖だけれど、 一部にピー

卜糖が入っている。ピート糖も粒製糖も化学成分から言うと 、 9 9. 9％は庶

糖で、極く一部の徴量の不純物が違うだけで、その性状は変らない。

私が南ペト ナムヘ行ったのは、甘庶糖の原料を使って精製糖をつくること

を、 サイゴンか ら5Dキロばかり北の ピエ ンホアでやるためであった。 しか

し当初 から、この太隔 に恵れた南ペ トナムで、精製糖をつ 〈ることに、多く
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の人たちは疑問を持っていたし、私も実は、 3年程前匠この契約が結ばれた

直後に、さっそくサイゴンヘ行き 、経済大臣と会って意見を聞いたりしたの

である。

その籾製工場というのは、規模は年産 6万トンの工場で、日本内地の工場

忙比 べ、小規模の工場である。しかし一部を除いて、公称フル ・オートマチ

ックにした工場なので、規模は小さいが、設備や禄能は日本の大工場に比ペ

決して劣らないものであるo向うではこのような工場を建てるということは

大変なことで、呈贈式の時は首相も出てきて自から鍬をとったというように

非常な困心をもたれたものである。

そこで経済大臣に会って、ペトナムの糖業事情について話を聞いたのであ

るが、大臣の話て．t、この工場は 6万トンも生産能力であるので、さらに引

き続いて 3つか 4つ粒製工也を建てたいというのである。その理由は、これ

までベトナムではほとんど外国（台湾やクイ国など）から輸入する耕地白糖

に依存していた、 これを原料糖に切りかえたいというのである。

ベ トナムの人口は 1,6 0 0万人であるが、未開発の国であるから、 1人当

り年間砂糖使用杞を 12キロ程度に押えても、年 20万トン必要である。ピ

エンホアのエ垢 1つでは 6万トンの生産しか ないから、ほかに小さな工場は

あるにしても、とても足りないわけである。

本来はケーンを主体にした工場をつくりたいのであるか、今迄の実組では

ケーンの工場はうまく行っていない。例えばヒップト・オーという所があって、

そこに戦前、粒製工場を造ったのであるが、 この工場がうま〈いっていない。

その理由は、機械が老化していること。戦争のため人手がとられ、サトウ

キピ園の管理が十分でない。さらに、今ここでそうした工場を造っても、一

通りの運転が出来るまで忙は相当の期間が必要であり 、またサトウキピ園を

1人前忙育成する期間も考慮せねばたらない。その上、方々で広い面積にサ

トウキピを栽培するとなると、これがペトコンのかくれ家になって困ると言

うのである。
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そうした関係で、元来は耕地白糖を外国から輸入 していたわけであるが、

耕地白糖の代りに原料糖（粗糖）を輸入することに切りかえれば、精製糖よ

り原料糖は安いから 、その加工嚢は国内におち、大きなメリットがあるはず

である。今迄の精製工場が思わしくないことからも、白糖の輸入を原料糖に

切り換えたというのである。

私にも一部はなるほどとうなづけるものがあった。例えば、ベトコンの隠

れ家になるなどは、満州のことなど思い起すものがある。しかし、それなら

輸入した原料糖を直接消費に回したらどうか、現在のように戦争の続いてい

る場合は当然のことではないかo皆さん方の中にも、戦争中使った方もおら

れると思うが、原料糖と言っても、全部が悪いのではなく 、砂糖の結晶の回

り匠蜜が 5％ほど付殆していて、 これが全体の品質を下けているのであ る。

この原料糖を例えばメザルのようなもの忙入れ、水でジャプジャプやると 、

回りの蜜がとれ、中の結晶が出てくる。 この結晶の色は少し白とは違い、色

はあるが、十分消費できる。またこのように蛍を取除かなくても原料糖のま

までもわれわれは口匹することができる。何も白い砂糖を戦争下で、他の食

糧も足りないというのに、また金もないというの忙、 あえて白い砂糖をつく

らなくてもよいのではないかと考えもした。

．
 

とにかく私たちの努力で一応契約が結ばれ、精製工場 を開始した。しかし

人間関係、特忙技術、技能の程度が低いので、 1年半経過して、 どう花か 1

人前の作業が出来るようになった。この精製工場をたてたついでに、 この地

区で将来は籾製糖よりも製糖すぺきであると考えていたので、 この甘庶を原

料にした製糖工場が南ベトナムで生長しうるものかどうかを、ごく大ざっば

に調査したわけである。

さきに少しふれたが、かつてサイゴン近くで稼動 して いた工場は、公称甘

庶処理能力 1日1,8 0 0 トンのものであったが、今は全然動いていないo半

死半生の状態で ある。 と言 うのは原料が今は 2万数千 トンしかない。機械は
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戦前のもの で古く 、決して優秀 とは言えない。しかしク イ国でも台湾でも 、

今から 80年前の機械を使っ て一定の成績をあげ ている工場も方々に残っ て

いる。戦前フランス人がつくった被械で、ポンコッだと言っているが、手入

れさえ十分にやれば、使えないことはないわけである。

また甘庶の裁培も点々と散在している。そんな風だと、収穫に日数がかか

るo甘庶は少くとも刈り取っ てから 24時間以内に処理せねばならぬのが定

説である。これをあちらで刈り 、 こちらで刈り 、それを集荷しているとかな

り日数がかかる。日数がかかれば工場の能力はダウンするo能力がダウンす

れば、歩留りも低下する。現在の処理能力は公称の 1,8 0 0 トンとはほど遠

く、 1, 0 0 0トンを切っているとのことである。かりに 1,0 0 0トンとして

も、 2万数千 トンの原料では、 ざっと 20数日でしかない。

製糖工場としては、製糖期間が最低 3か月半ないと、 やってゆけない。そ

れが 20数日では全くやってゆけな＼＾わけである。その上、集荷のまずさ、

機械管理の不行届きなどの悪条件も重なって、製品の歩留りは、発表忙よる

と6.3％である。 6.3 %の歩留りは、上の下忙屎する工場のそれの約半分に

当り 、パキスクンの歩留りがこれによく似ているが、世界で最底だと考えら

れる。

また原料を 2万数千トンとし、歩留り 6.3 %とすると 、 2千トン程度の砂

糖しか出てこないことになる。いろいろ文献を調ぺても 、 この工場に関する

記録はほとんど残っていない。このような結果になったのは、工場管理の問

題もあるが、そもそも甘庶の植付け忙除しての考え方が徹底しておらず、そ

の時に大きなあやまりがなされたと断定せざるを得ない。

南ペトナムばかりでなく、一般忙甘蕪を裁培するに当っ て、 どのような条

件が必要なのか。一般にいわれている条件と 、私の考えをとりまぜて話を進

めたい。

甘庶の適地条件として、 これまでまず問題にされているものVこ温度がある。
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温度は少な くと も2D度以上は欲しい。 13度以下になってしまうと、とて

もむつかしいoサイゴン地区の温度は最底か 18度で、 この混度は甘庶を栽

培する混度としては適温で、上の部に属する。つぎは日照時間で、たとえば

台湾の南部では 22 0時間くらいはあり 、北部の非常に条件の悪い所で 130 

時間くらいである。 13 D時間でも、ある程度甘庶はできるo 日照に恵れた

代表妬は、キューパの 25 D時間がある。この地区の日照時間は 22 D~  

2 6 D時とのことである。

そのほか、適地条件として乾季、雨季の区別のはっきりわかれていること

である。甘蕪は雨季忙成育し、乾季に登熟する ことがはっきりしてい る。 こ

の点も、 この地区では、 5月の初めから 10月いっぱい、天長節から明治節

まで、こ の雨季の期間ははっきりしている。この点も南ペトナムの豊かな土

地は適応性があり 、合格点であ る。

また台風も問題点である。沖縄やアマミ大島は台風のため、毎年大変な被

害をうけてい るo台風によって甘庶は枯死するばかりでなく 、そのケーンを

使っても、その傷口から腐敗がおこり 、茎 の中の庶糖が分解してプドウ糖に

なる。このプト｀ウ糖が庶糖をひっばって糖蜜をつくるので、歩留りはいちじ

るし〈下がるo 台風の点は当然考えておかねばならない。

また排水の良いことも必要で、これと関連して雨量の問題がある o 雨最は

今までの結論として 1,5 D 0~2, 5 D Dミリ と一般にいわれている。このハ

イフォン地区では 7 D 0ミリ 、他地区では 2,0 D 0ミリとのことである。以

上のいろいろの条件を考えあわせると 、 この地区に製相工場を建てることは、

要件にかなっ ていることにな る。

さらに管理面としては、品種の選定、植付株数、除草、肥料などのことが

ある。肥料について言えば、窒素肥料は多少でも過剰になると 、プドウ糖が

非常忙多〈なり 、蕪糖の含有醤を減少させる。また加里は多く てもよいが、

燐酸は一定量を越すと 、蕪汁の中に出 て くる c燐酸の温がふえると同時忙、

有機燐酸もふえ、 性状が非常に悪くなっ てく る。ある一定の点に燐酸がとど
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まるようにその品を考えねばならない。これは農務省当局と工場の技術者と

が共同して、この燐酸の適盤を決めなければならない。

このような管理面を別とすれば、工場は失敗したというが、 自然条件から

すれば合格していたわけである。それが失敗したのは、工場管理の点を別に

すれば、地下水の高い点によるものである。工場周辺の甘荒の植えてある土

地の地下水は大体 5Dミリである。一般に甘庶作には、地下水1.5メークー

くらいの所が必要である。それが 5Dミリということで、発芽が非常におく

れる ばかりか、腐敗することもあった。地下水の高いことが、工場失敗の最

も大きな原因ではなかったかと思われる。

すなわち、工場の様械はある程度整い、栽培管理もある程度なされ、その

上、太陽の恩恵に浴しながらも 、 このような地下水の高い点を解決しなけれ

ば、 どう にもならないと 言うことである。

このように地下水が高く 、困 りぬい ていたのを、往年、クイ国では輪中を

作り、それで水を防いで、俊秀な結果をあげた例がある。輪中をつくるには

相当の資金が必要で、 クイの場合にも費用をおしまず輪中をつくり、他の問

題点のコントロー）レとあいまって、非常な成紙をあげたわけである。この地

区でもサト ウキビを 栽培するためには、せっかく天与の恩恵匠浴しているの

だから、是非そうした方法で解決すべきではないかと考えられる。

．
 

将来の甘庶の適地忙ついて、アメリカのアト ヴ`ァイザーも加わって、調査

されたものが記録として残っている。その記録の付区にはいくつかの地区が

示されている。この地区のなかには、現在すでに砂糖工場のある所もある。

それらの地区は 4地区からなっていて、アメリカとベトナムの合作で、将来

甘蕪の栽培地にしようというものである。

南ペトナムの南部地方については：どこが適当かというと、先程の条件か

らいって、ハングン地区がある。この地区は、雨醤の点では他地区より少な

いが、 ここにダニムリ河というのがあり 、この河にダムができ ている。この
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ダムは日本の賠債でつくったもので、最初は 20万と非常に少ない額であっ

たか、その後追加されて完成したものである。このダムの一度発霊に使った

水がこの付近の稲作に使われている。

その水量を計算すると 、約 3万haの甘蕪作をうるほす水置忙なる。 3万

ha というと 、 1 ha当りケーン約 10 0トンとすると、 1 0トン以上の砂

糖がとれるので、 30万トンの砂糖ができる勘定になる。 3 0万トンの砂糖

というと、ペトナム人の消費批が、 1 0年後VC1人当り 20キロ程度になっ

たとしても、人口が現在通りとすれば、年間 34~ 3 5万トンの需要になる。

すなわち、大体において、南ペトナムの需要する砂糖を供給できること忙な

る。

そのほか、他地区の生産を加えると、唸htはさら匠増えるわけであるo と

もかく 、以上の点から、気候や管理のことよりも、 もっと大きい関題は、 あ

る地区では排水であり、ある地区では灌漑で、結局水の問題となって〈る。

水の問題を考えないで甘蕪を考えることはできないし、 この水の問題をみた

すことができれば、他の条件は全部みたすことができ 、立派な工場を建るこ

とが可能となる。

南ペトナムの重要た生産物に米がある。従来は 50 0万トン余りの生産が

あったが、人手が不足したり 、色々の こと で米は年々減少 していて、 4、 5 

年前から、 70万トン以上の米を台湾や アメリ カから輸入している状態であ

る。こうした現状からすると 、水位の裔い所は稲作忙かえし、灌祗施設の整

ったダムのある所忙甘庶をもっ て行きたいと考えている次第です。

（質問） 現在稼動している桔製糖工場の数はどのくらいあるか。

（答） 今のところ 1つだけである。パウナーの方は、今やっ ているわけで、

完成したらこれも動くわけである。これは日本の資本で、商社ではない。規

模 として は2,0 D D~2, 5 D D トン程度のものである。（筆者は 4年ばかり

前か ら南ペトナ ムの製糖工場建設 に関係 し、こ の間日本 とペ トナ ムを往復、
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のぺ 2か年間サイゴンやその周辺地方につ き調査さ れると ともに工場建設に

あたられた）。

． 

．
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（資料）

ペトナム民主共和国の農業、 漁業、水産業

東南アジア調査会編、 1 9 7 2年版「東南アジア要廃」から

．
 

． 

食 糧 生産

第一に米および代用主食を主体とする食松生産、次いで工業用加工原料の

生産と輸出用農産品の生産に重点を置き 、農業技術の発展、腹業の機械化、

施肥の増強、水利、灌咸施設の拡充匠努力し、畜産、製塩、漁業の発展にも

努めている。

農作物植付面積は 64年で約 34 0万haで、 このうち食祖作付面積は

3 1 1万ha、更忙その中の約 24 3万haが稲の作付面放と伝えられた が

（出所、ホククップ誌 65年 1月号） 、農菜耕作面枚の拡大には年々力が入

れられている。 7 1年 7月には耕作可能な土地を出来る限り活用し、 これを

無駄な く適切に使用することを目的とした土地管理に関する閣僚会議決品が

出された。

稲は灌戯地区では 2期作を行ない、所によっては 3期作も行なわれていろ。

籾収穫は従来 5~ 6月 (5月米または夏米、 1 D~1 1月播種 ）、 1 0~  

1 1月 (10月米または冬米、 5~ 6月播種）が 2大収稜期となっ ており 、

2 
1 0~ 1 1月の収穫量は年間総収掻の約ー を占めて来たが、籾生産増大のた

3 

め69~ 7 0年冬春耕作期 (5月米柏付斯）以来収稜率の高い新種の短斯性

春籾（いわゆるミラクル ・ライス、 2 ・.3月播種、 6月収穫で 5月米とほぼ

同期忙耕作）の生産に力を入れ始めて良い成果が得られたため、その後更に

新種春籾生産を本格化し、将来は 5月米を全面的に新種の春籾生産にとりか

えることを計画している。なおこれらのほかに従来、夏作（秋米、 4 ~ 5月

播種、 7~ 8月収穫）が一部で行なわれてきたが、 その生産盆は少ない。

6 6年以降ヘククール当り耕作者 1人、籾の年間収輩 5t、豚の飼育 2頭

の成果をあげることが股染の 3目標 として掲げ られており、 7 2年現在に至
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るまでその達成が当面の大きな課題とされている。

籾および食粒の生産高、国家計画目標は別表の通りであるが、 66年以降

は計画紐も生産鼠も発表されていない。食和増産の努力にもかかわらず同年

以降 69年に至るまで、天災や戦争匠よる灌漑施設の被燥、労働力不足など

仮よって食税生産は不振を祝け、籾生産氣は 40 0万トンを前後したようで

あった。 70年は 69~ 7 0年冬春耕作期の新種春籾の豊作によっ て、 5~

6月収稜期の籾生産が過去 10年間の最高、 1 0月米も良好な成果をあげた

と発表されており（西側筋は 45 0万トン前後と推定）、更VC7 1年の同 5

~ 6月収穫期の籾生産も棺付け面積収稜菌とも計画を超過達成する好結果を

記録し、籾生産は北煤停止後、経済再建の計画忙屈IJって増産の方向に向っ て

来た。しかし 71年 7~ 8月妬かけて 8G年振りといわれる大洪水に見舞わ

れたため同年の 10月米生涯はかなり被害を受けたようであり、 71年の籾

生産は期待された威果をあげ1もなかったとみられる。洪水の影響は一部 71 

~7  2年冬春期籾耕作にも及んでいるよ うである。

主食代用作物（副次作物）として、 とうもろこし 、キャッサバ、芋、豆類

を生産し、これらは食糧の中に含まれる。これらも 2期作が行なわれており 、

籾とならんで増産に力が入れられているが、 70年の生産氣はあまり飯わず、

籾増産侭もかかわらず副次作物の生産の不採によって食租生産全体の増産が

得られなかったと発表されている。 71年も副次作物の生産は要求をみたす

に至らなかったようである。 7 1年夏の大洪水による 10月米の不振を埋め

合せるため 7 1年冬斯には副次作物の拡大、増産が呼びかけら れて おり 、 こ

れを機会に冬期に植付け、収穫する短期成長の副次作物 (10月米の収穫後

から 5月米、春籾耕作までの間の農閑期を利用）を冬期短期作物期として主

要作物期の一つ に定潅させ、食税増産の一助にしよう としている。

灌漑面積は 6 6年当時で米作地の 8 0 %、副次作物耕地の 50%、工業用

加工原料作物耕地の 60 %と発表されており 、食祖増産計画に伴い、水利、

灌祇の充実が重視されている。
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籾・食糧生産の実績 （単位 :1, D D Dトン）

項｀ I I復興5か年計画 発展3か年計画 第1次5か年計画

39 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 

食 粗 2,713 4A1 8 4,893 4,910 5.690 4,939 5821 5,727 556 5 6.060 
（推足）
570 0 

籾 2,407 3/,04 4,105 3,941 4,577 5,194 4,212 4,631 4542 4296 4;:512 46 58 

備

． 

．
 

考

0出所 ホククップ誌65年1月号。

0 6 1~6 3年の 1人当り食祖生産は，籾換算32 8K9、人口 1人当り必要盤は

2 4 O K9で種蒔用種子，家畜飼料などの必要分を加えても，これでまかない得る

と発表されている。また脱殺歩止りは， 1 0月米64~6 9％程度である。

0第1次5か年計画の最終年65年の計画目標（修正目標）は食糧71 0万ト ン、

籾55 0トン。なお 19 3 9年は戦前で妓高の収穫であった年o

主要農作物生産実績 （単位： 1,D O Dトン）

｀ミ
3 9 5 5 60 6 1 6 2 6 3 6 4 

とうもるこし 1 4 0 1 8 6. 5 2 1 4. 5 2 7 4.5 2 7 5.8 2 1 l 2 7 3.6 

豆 類 9. 9 1 0. 7 1 1. 2 1 6. 5 1 6. 7 1 3. 4 1 7. 6 

さつまいも 1 5 6 5 3 4.9 5 8 3. 8 9 8 4.9 8 5 9. 8 8 1 0. 6 1, 1 4 8.6 

キャッサバ 1 6 2.6 3 3 4. 6 7 2 9. 1 8 8 2. 8 8 6 4.4 

浴 花 生 3. 4 1 4 2 6 3 3.4 3 8. 3 3 4.5 4 2.4 

ジュー 卜 0. 4 1. 1 1 2. 4 a8 1 3. 8 1 6. 5 

茶 3. 7 2.3 2. 7 2.5 2. 7 3. 7 4 

出所 ソ連統計通報65年10月号

工業用作物生産

工業用加工原料として、綿、落花生、砂糖きび、茶、 コーヒー、たばこ、

ジュート 、 ラミー、蘭、 香辛料、またその他熱帯性農作物を産出する。主要

農産物の比較的最近における生産の状況は別表の通りである。これらについ

ても 、 65年以降は生産漏は公表されていないが、 7 1年忙はその耕作面積
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が過去 5か年より増加し、茶、たばこ、関などの最高のノルマを達成した と

発表されている。

土地改革と農業生産合作社

農業生産増進のため 52年 12月土地改革法を施行し、 57年半ばさでに

全国的匠土地改革が実行され約 81万 ha ([)土地が農家 2 2 0万戸 (90 0 

万人）に分配され、農民の平均土地所有面栢は約 1500rr?になっ た。ま た

5 5年以降農業生産合作社の組織、固営農場の設立を行ない、 6 0年晨業合

作化運動を碁本的に完了、その後合作社の規模拡大運動が始められた。 68 

年には疫家の 94. 5 %が合作社に包合され、山蘭へき地を除き殆んどの農家

が合作社にね秘されたと免表されており 、 これによって擬業合作化運勅は全

国戯家を一応網羅したとみられる。 71年 10月現在では合作社加盟渋家は

9 5. 5 %と発表されている。 6 6年以来特忙合作社規模拡大と 管理 ・技術任

務改革迎助が禎極的に展院され、 これ妬 よって 66年約 3万を数えた合作社

のうら小規模のものが次坑vc統合され、 1か村 1合作社の規模に拡大されつ

つある。 69年現在合作社の 79％は高級合作社、 70年8月現在合作社総

数は 2万 5,IJ O 0余と 発表されている。合作社の規模拡大杯乎卜い、 6 9年 8

月大規俣殷業生産合作社規則が制定公表され、その普及と実行指導が強力妬

進められている。またこれと並行して 70年以降“ 牒村における集団所有制

強化運助 ．が始められている。

山岳地区開発

テルク地区（耕作適地の 74 %を占め、全人口の 75 %が居住する）農民

2 
を山岳地区（全土のーを 占めるが、耕作適地はその 5%、居住人口は全人口

3 

の一）に移住させ (61~6 5年忙約 10 0万人のデ）レク地区農民が入植 ）、
5 

山岳地区の良耕院発忙も力を入れ てい るo従来移動生活を営んで来た山岳部

少数民族を定着化し、 晨業に従事させることにも関心が払われており 、 71 
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年国家計画は「山岳地域の定住耕作を実行し、中原、山岳地帯に多くの新経

済地域を建設する」ことを据けている。

．
 

畜産業。水産業

牒業生産 と並行して畜産業の開発にも留意されており 、畜産の面では上述

の農業の 3目椋忙うたわれているように、食用、肥料、加工原料、 翰出品と

して豚の飼育にと〈に力を入れている。家畜の頭数は 64年現在で水牛156

万 5,0 0 0頭、牛 81万 9,0 0 0顕、豚 45 2万 5,0 0 0頭といわれた（ソ

連統計通報 65年 10月号。ソ連筋報導では 70年の豚の頭数は 55 0万頭

とも伝えられる。） 71年 2月発表の党中央委員会第 19回全体会議決議に

よる 73年の畜産達脳目椋は豚 65 0~7 0 0万頭、水牛 19 0万頭、牛

8 0万顕 とされている。また、水産業の面でも全長 97 0 Kmの海岸給と多く

の河川湖祀をも つ自 然条件に恵まれている。（漁獲高は 61年当時約 22万

3, 0 0 Dトン一淡水魚はこ の一0 )
3 
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海外農業に対する協力事業ならびに開発事業に従事したい方

海外炭業に対する協力事業ならびに開発事業に必要な人材を求めている方は

本財団へご連絡ください。

＼
、

海外農業開発財団は左の事業を行なっています。

〇 海外農業技術者となることを希望する方の登録とプール

゜
新人の海外農業技術者への養成

． ゚待機中における技術のプラッジュアップ妬必渋な研修枝の貸付
゜
海外炭業の協力および開発事業をしている団体、企業等へ優秀な農業技

術者のあっせん

゜
海外農業調壺団の編成、送出

゜
海外炭業情報のしゅう集、紹介

海外農業ニュース

昭和 48年 3月 20日
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